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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気吹き込み装置を備えたスタンドと、
　前記スタンドに立設された単数本または複数本の伸縮ポールと、
　前記スタンドに取り付けられるとともに、前記伸縮ポールを覆う外皮と、
　前記伸縮ポールに取り付けられるとともに、前記外皮の内側に取り付けられ、前記空気
吹き込み装置の作動が停止すると自重で下降して前記伸縮ポールを収縮させるフレームと
、
　前記外皮内にて、前記フレームまたは前記スタンドに装着された単数または複数のラン
プとを備え、
　前記スタンドと前記外皮は、下部ファスナー式連結手段により取り付けられ、
　前記フレームと前記外皮は、上部ファスナー式連結手段により取り付けられることを特
徴とする注意喚起装置。
【請求項２】
　前記外皮の上部又は下部に反射板が取り付けられてなる請求項１記載の注意喚起装置。
【請求項３】
　前記外皮は、布製又は合成樹脂フィルム製であって、注意を喚起する文字や絵が表示さ
れてなることを特徴とする請求項１記載の注意喚起装置。
【請求項４】
前記複数本の伸縮ポールの中間位置に取付けられた中間フレームに単数または複数のラン
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プを装着してなる請求項１記載の注意喚起装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、広告スタンド等に使用される注意喚起装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　店先に設置される広告スタンドとして、内部に光源を有するものが知られている。この
種の広告スタンドにおいては、布又は合成樹脂フィルムなどの外皮に宣伝広告内容を印刷
したものがある。
【０００３】
　そして、本発明の関連技術として、工事現場などの夜間照明として使用される投光機（
特開２００５－１５０１２３号公報）が知られている。この投光機は、伸縮支柱の上端に
装備されるバルーン内に、照明器具を内蔵している。
【特許文献１】特開２００５－１５０１２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来の外皮型の広告スタンドは、強風などによって倒れやすく、また円柱状の
長いバルーンに空気を吹き込み、膨らませようとする場合、自立させる事が難しかった。
さらに、空気を抜いて収納する場合、前後左右どちらにバルーンが倒れるのか分からず周
囲に危険をもたらす可能性がある。
【０００５】
　本発明は、上記従来技術の問題点を鑑みてなされたものであり、外部からの力に対して
強度を確保することができ、バルーンに伸縮ポールを入れることにより、セット・収納が
容易な注意喚起装置を提供すること、そして、照明用のランプをバルーン内に１個または
複数個設けることで表示した文字や絵がより観易くなる注意喚起装置を提供することを課
題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　そのために本発明の注意喚起装置は、空気吹き込み装置を備えたスタンドと、
　前記スタンドに立設された単数本または複数本の伸縮ポールと、
　前記スタンドに取り付けられるとともに、前記伸縮ポールを覆う外皮と、
　前記伸縮ポールに取り付けられるとともに、前記外皮の内側に取り付けられ、前記空気
吹き込み装置の作動が停止すると自重で下降して前記伸縮ポールを収縮させるフレームと
、前記外皮内にて、前記フレームまたは前記スタンドに装着された単数または複数のラン
プとを備えてなる。
　そして、前記外皮の上部又は下部、あるいはその両方に反射板が取り付けられているこ
とが望ましい。
【０００７】
　さらに前記スタンドと前記外皮は、下部ファスナー式連結手段により取り付けられ、前
記フレームと前記外皮は、上部ファスナー式連結手段により取り付けられる。
　なお、前記外皮は、布製又は合成樹脂フィルム製であって、注意を喚起する文字や絵が
表示されてなることが望ましい。
　また、本発明の他の注意喚起装置は、さらに前記複数本の伸縮ポールの中間位置に取付
けられた中間フレームに単数または複数のランプが装着してなることが望ましい。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の注意喚起装置は上記のような構成とし、外皮内部に伸縮ポールを設けて外皮に
吹き込む空気圧によりポールを昇降させるようにしたことで外部からの力に対して強度を
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確保することができるので、外皮が強風にあおられて力が加わっても、外皮の倒れを防止
できる。また、空気吹き込み装置からの風圧により外皮が膨張し、それに伴い内部の伸縮
ポールも伸張し上昇するので、外皮の膨張がスムーズになる。
【０００９】
　さらに、空気吹き込み装置の作動を停止することにより、外皮内部の空気圧が徐々に抜
けていき、それに伴いフレーム等の上部構造が下降するが、空気の抜けが比較的少量なの
で、下降スピードを抑えることができ、安全に収納状態にすることができる。
【００１０】
　また、伸縮ポールの上部、中間または下部にランプを取り付けることで、反射板を利用
して外皮の下部まで効率よく光を当てることができ、表示した文字や絵が観易くなり、注
意喚起効果がより大となる。
【００１１】
　そして、光源であるランプは、半透光性の布製又は合成樹脂フィルム製の外皮で覆われ
るため、外部から見たときの眩しさを軽減することができるとともに、外皮の全周に光を
拡散することができる。
【００１２】
　さらに、伸縮ポールの数を複数本にするならば、風などによる転倒防止効果がより大と
なる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係る注意喚起装置の実施例を示す断面図である。
【図２】図１の注意喚起装置の分解斜視図である。
【図３】伸縮ポールが４本の場合の注意喚起装置の実施例を示す分解斜視図である。
【図４】伸縮ポールが４本で、ランプが外皮内の上部に取り付けられた実施例を示す断面
図である。
【図５】伸縮ポールが４本で、ランプが外皮内部の中間位置に取付けられた実施例を示す
断面図である。
【図６】伸縮ポールが４本で、ランプが外皮内の下部に取付けられた実施例を示す断面図
である。
【符号の説明】
【００１４】
　　　１０　スタンド
　　　１１　電子安定器
　　　２０　伸縮ポール
　　　３０　外皮
　　　４０　フレーム
　　　５０　ランプ
　　　６０　反射板
　　　７０　空気吹込み装置
　　１１０　スタンド
　　１１１　電子安定器
　　１２０　伸縮ポール
　　１３０　外皮
　　１４０　環状のフレーム
　　１５０　ランプ
　　１６０　反射板
　　１６１　反射板
　　１７０　空気吹込み装置
　　１８０　円形のカバー
　　２４０　中間フレーム
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本発明の実施例を図面を参照して詳細に説明する。図１は本発明に係る注意喚起装置の
実施例を示す断面図、図２は図１の注意喚起装置の分解斜視図である。
【００１６】
　図１において、１０はスタンドであり、電子安定器１１が搭載される。前記スタンドは
、脚部１０ａ、テーブル部１０ｂ、及びポール挿入用の筒部１０ｃとからなり、前記電子
安定器１１は前記テーブル１０ｂの上に固定される。
【００１７】
　前記筒部１０ｃに伸縮ポール２０が立設される。前記伸縮ポール２０は、前記筒部１０
ｃに挿入される下ポール２１、前記下ポール２１に摺動可能に挿入される中ポール２２、
前記前記中ポール２２に摺動可能に挿入される上ポール２３とからなり、前記中ポール２
２と前記上ポール２３がそれぞれスライドすることにより、伸縮する。この実施例では中
ポールは１本であるが、注意喚起装置の高さに応じて、中ポールが複数本となる場合もあ
る。
【００１８】
　前記スタンド１０には、後述する下部ファスナー式連結手段等により、前記伸縮ポール
２０を覆う外皮３０が取り付けられる。前記外皮３０は、布製又は合成樹脂フィルム製な
どの柔軟性のある材質の外皮であって、注意を喚起する文字や絵が印刷され、又は注意を
喚起する文字や絵が表示されたシールが貼付され、又は注意を喚起する文字や絵が表示さ
れたカバーがかぶせられ、又は注意を喚起する文字や絵が表示された帯が巻き付けられて
なり、広告スタンド用の注意喚起装置に適した構成にするのが望ましい。
【００１９】
　次に、前記スタンド１０と前記外皮３０を連結する下部ファスナー式連結手段について
説明する。前記下部ファスナー式連結手段は、下部環状シート１２の外周部分に形成され
たファスナーの雌雄一方の歯列からなる環状歯列１２ａと、前記外皮３０の下部開口縁３
２に沿って形成されたファスナーの雌雄他方の歯列３２ａからなる。
　そして、前記下部環状シート１２は、前記スタンド１０とリング１３に挟まれて、前記
リング１３とともに前記スタンド１０にねじ止めされる。
【００２０】
　なお、外皮３０の形状は、図示する略円筒状のもの以外に、略円すい台状、逆円すい台
状のものや、人形、動物、建築物、キャラクター等の各種形状のものとしても良い。
【００２１】
　前記伸縮ポール２０の上部、すなわち前記上ポール２３の上部には、フレーム４０が取
り付けられる。前記フレーム４０はハブ部に固定されるソケット４１、ハブ部より円すい
状に広がる複数本のスポーク４２、円すいの底面に位置するリング４３からなる。
【００２２】
　前記ソケット４１には、注意喚起装置の光源となるランプ５０が装着され、前記ランプ
５０は前記電子安定器１１と電気的に接続される。前記ソケットと前記電子安定器１１と
を接続するケーブルは図示しないが、前記伸縮ポール２０内に配線してもいいし、前記伸
縮ポール２０の外側、例えば、前記中ポール２２の上部、前記下ポール２１の上部等に留
めて配線してもよい。
【００２３】
　そして、前記フレーム４０は前記外皮３０と、前記外皮３０の上部外側に取り付けられ
たボウル形状の反射板６０とともに後述する下部ファスナー連結手段等により取り付けら
れる。なお、前記外皮３０の上部は開口縁３１が形成され、この開口縁３１を塞ぐように
前記反射板６０が取り付けられる。
【００２４】
　次に、前記フレーム４０と前記外皮３０を連結する上部ファスナー式連結手段について
説明する。前記上部ファスナー式連結手段は、上部環状シート６１の外周部分に形成され
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たファスナーの雌雄一方の歯列からなる環状歯列６１ａと、前記外皮３０の上部開口縁３
１に沿って形成されたファスナーの雌雄他方の歯列３１ａからなる。
　そして、前記上部環状シート６１は、前記反射板６０と前記フレーム４０のリング４３
に挟まれて、前記反射板６０とともに前記リング４３にねじ止めされる。
【００２５】
　なお、前記スタンド１０のテーブル１０ｂに形成された通気孔１０ｄの位置に、前記外
皮３０を膨らませるための空気吹き込み装置７０が取り付けられる。そして前記電子安定
器１１と前記空気吹き込み装置７０は、空気が通り抜け可能なスリットを有する円形のカ
バー８０によりカバーされる。前記空気吹き込み装置７０はファン式の小型のブロワーが
望ましい。
【００２６】
　前記空気吹き込み装置７０を作動させると、前記外皮３０が膨張し、風圧の力で前記伸
縮ポール２０が伸び、前記フレーム４０が上昇し、前記外皮３０が膨らみ切った状態で前
記フレーム４０の高さ・位置がキープされる。前記空気吹き込み装置７０の作動を停止す
ると、前記フレーム４０は、その自重で下降する。
【００２７】
　前記伸縮ポール２０は、前記フレーム４０の上昇、下降時のガイドの役目を果たしてお
り、前記伸縮ポール２０が無いと、前記空気吹き込み装置７０の作動を停止して下降する
時に、前記フレーム４０がどちらに倒れるか分からないため、一人で収納するのが難しく
、またランプ５０も破損しやすかった。
【００２８】
　なお、前記外皮３０を新しいものと交換するには、前記外皮３０を収納状態にして、前
記外皮の３０の上下のファスナーを開き、前記外皮３０を前記フレーム４０と前記スタン
ド１０から取り外す。
　新しい外皮を前記フレーム４０と前記スタンド１０にかぶせて、外皮の上下のファスナ
ーをそれぞれ前記フレーム４０と前記スタンド１０に付いたファスナーにはめ合わせて閉
じる。なお、係止手段は前述のファスナー式連結手段に限定されず、ホック、フック、ボ
タン等の、雄側部材と雌側部材とが係脱自在に係合する各種の係止手段を用いることがで
きる。
【００２９】
　上記実施例は伸縮ポールが一本の場合である。しかし外皮が大型（縦に長く）になった
場合、伸縮ポールは一本よりも複数本あった方が、風などによる転倒防止により効果があ
る。この場合、伸縮ポールは２本でも、３本あるいはそれ以上でも良いが、以下その一例
として、伸縮ポールの数が４本の場合の実施例について図３以下を参照して説明する。
【００３０】
　図３は伸縮ポールが４本の場合の注意喚起装置の実施例を示す分解斜視図である。図４
は伸縮ポール４本でランプが外皮内の上部に取付けられた実施例を示す断面図、図５は伸
縮ポールが４本で、ランプが外皮内の中間位置に取付けられた実施例の断面図、そして図
６は伸縮ポールが４本で、ランプが外皮内の下部に取付けられた実施例の断面図である。
【００３１】
　図３において、１１０はスタンドであり、この上に電子安定器１１１が搭載される。前
記スタンド１１０は、脚部１１０ａ、テーブル部１１０ｂ、及びポール挿入用の４個の筒
部１１０ｃとからなり、前記電子安定器１１１は前記テーブル１１０ｂの上に固定される
。
【００３２】
　前記筒部１１０ｃにそれぞれ伸縮ポール１２０が立設される。前記伸縮ポール１２０は
、前記筒部１１０ｃに挿入される下ポール１２１、前記下ポール１２１に摺動可能に挿入
される中ポール１２２、前記前記中ポール１２２に摺動可能に挿入される上ポール１２３
とからなり、前記中ポール１２２と前記上ポール１２３がそれぞれスライドすることによ
り、伸縮する。
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【００３３】
　前記スタンド１１０には、後述する下部ファスナー式連結手段等により、前記伸縮ポー
ル１２０を覆う外皮１３０が取り付けられる。前記外皮１３０は、布製又は合成樹脂フィ
ルム製などの柔軟性のある材質の外皮であって、注意を喚起する文字や絵が印刷され、又
は注意を喚起する文字や絵が表示されたシールが貼付され、又は注意を喚起する文字や絵
が表示されたカバーがかぶせられ、又は注意を喚起する文字や絵が表示された帯が巻き付
けられてなり、広告スタンド用の注意喚起装置に適した構成にするのが望ましい。
【００３４】
　次に、前記スタンド１１０と前記外皮１３０を連結する下部ファスナー式連結手段につ
いて説明する。前記下部ファスナー式連結手段は、下部環状シート１１２の外周部分に形
成されたファスナーの雌雄一方の歯列からなる環状歯列１１２ａと、前記外皮１３０の下
部開口縁１３２に沿って形成されたファスナーの雌雄他方の歯列１３２ａからなっている
。
　そして、前記下部環状シート１１２は、前記スタンド１１０とリング１１３に挟まれて
、前記リング１１３とともに前記スタンド１１０にねじ止めされる。
【００３５】
　なお、外皮１３０の形状は、図示する略円筒状のもの以外に、略円すい台状、逆円すい
台状のものや、人形、動物、建築物、キャラクター等の各種形状のものとしても良い。
【００３６】
　前記４本の伸縮ポール１２０の上部、すなわち前記上ポール１２３の上部には、環状の
フレーム１４０が取り付けられる。前記フレーム１４０は内側に中央で交差する補強リブ
１４０ａを有し、この補強リブの中央交差部１４０ｂにランプ１５０を取付けるソケット
１４１が取付けられる。前記環状フレーム１４０の円環部には伸縮ポール１２０の上端部
取付用の孔１４０が設けられ、この孔に伸縮ポールの上端が挿通され、固定される。
【００３７】
　前記ソケット１４１には、注意喚起装置の光源となるランプ１５０が装着され、前記ラ
ンプ１５０は前記電子安定器１１１と電気的に接続される。前記ソケット１４１と前記電
子安定器１１１とを接続するケーブルは図示しないが、前記伸縮ポール１２０内に配線し
てもいいし、前記伸縮ポール１２０の外側、例えば、前記中ポール１２２の上部、前記下
ポール１２１の上部等に留めて配線してもよい。
【００３８】
　そして、前記環状のフレーム１４０は前記外皮１３０と、前記外皮１３０の上部外側に
取り付けられたボウル形状の反射板１６０とともに後述する下部ファスナー連結手段等に
より取り付けられる。なお、前記外皮１３０の上部は開口縁１３１が形成され、この開口
縁１３１を塞ぐように前記反射板１６０が取り付けられる。
【００３９】
　次に、前記環状のフレーム１４０と前記外皮１３０を連結する上部ファスナー式連結手
段について説明する。前記上部ファスナー式連結手段は、上部環状シート１６１の外周部
分に形成されたファスナーの雌雄一方の歯列からなる環状歯列１６１ａと、前記外皮１３
０の上部開口縁１３１に沿って形成されたファスナーの雌雄他方の歯列１３１ａからなる
。
　そして、前記上部環状シート１６１は、前記反射板１６０と前記環状のフレーム１４０
に挟まれて、前記反射板１６０とともに前記環状のフレーム１４０にねじ止めされる。
【００４０】
　なお、前記スタンド１１０のテーブル１１０ｂに形成された通気孔１１０ｄの位置に、
前記外皮１３０を膨らませるための空気吹き込み装置１７０が取り付けられる。そして前
記電子安定器１１１と前記空気吹き込み装置１７０は、空気が通り抜け可能なスリットを
有する円形のカバー１８０によりカバーされる。前記空気吹き込み装置１７０はファン式
の小型のブロワーが望ましい。
【００４１】
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　前記空気吹き込み装置１７０を作動させると、前記外皮１３０が膨張し、風圧の力で前
記伸縮ポール１２０が伸び、前記環状のフレーム１４０が上昇し、前記外皮１３０が膨ら
み切った状態で前記フレーム１４０の高さ・位置がキープされる。前記空気吹き込み装置
１７０の作動を停止すると、前記環状のフレーム１４０は、その自重で下降する。
【００４２】
　前記４本の伸縮ポール１２０は、前記環状のフレーム１４０の上昇、下降時のガイドの
役目を果たしている。
【００４３】
　なお、前記外皮１３０を新しいものと交換するには、前記外皮１３０を収納状態にして
、前記外皮の１３０の上下のファスナーを開き、前記外皮１３０を前記環状のフレーム１
４０と前記スタンド１１０から取り外す。
　新しい外皮を前記環状のフレーム１４０と前記スタンド１１０にかぶせて、外皮１３０
の上下のファスナーをそれぞれ前記環状のフレーム１４０と前記スタンド１１０に付いた
ファスナーにはめ合わせて閉じる。なお、係止手段は前述のファスナー式連結手段に限定
されず、ホック、フック、ボタン等の、雄側部材と雌側部材とが係脱自在に係合する各種
の係止手段を用いることができる。
【００４４】
　図４は前記４本の伸縮ポール１２０を備えた注意喚起装置で、ランプ１５０が上部に装
着されている例である。ランプ１５０は環状のフレーム１４０に取付けられたソケット１
４１に装着されている。
【００４５】
　図５は前記４本の伸縮ポール１２０を備えた注意喚起装置におけるランプ１５０が伸縮
ポール１２０の中間位置に取付けられた中間フレーム２４０に装着された例である。前記
中間フレーム２４０は前記フレーム１４０と同様に、内側に中央で交差する補強リブを有
し、この補強リブの中央交差部の上下に２個のランプ１５０を取付けるソケット１４１ａ
，１４１ｂが取付けられる。図示しないが中間フレーム２４０の円環部には伸縮ポール１
２０の挿通孔が設けられ、この挿通孔に伸縮ポール１２０が挿通され、固定される。
【００４６】
　図６は前記４本の伸縮ポール１２０を備えた注意換気装置におけるランプ１５０がスタ
ンド１１０上に装着された例である。この場合ランプ１５０はスタンド中央に設けたソケ
ット１４１に装着される。なお前記スタンド１１０のテーブル１１０ｂ上に取付けられた
反射板１６１により、ランプ１５０の光を上方に反射させて外皮１３０表面に表示された
注意を喚起する文字や絵がより観易くなる。
【００４７】
　図４、図５、図６においては、４本の伸縮ポールを有する注意喚起装置において、図４
ではランプが上部位置に１個、図５では中間位置に上下２個、そして図６では下部に１個
装着されたものが示されているが、これらに限定するものでなく、ランプの数あるいはラ
ンプの取付位置も上部と中間位置、あるいは上部と下部の両方に装着することもできる。
このようにすることで、注意喚起効果をより向上させることができる。
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